
四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
長
が
都
市
の
再
生
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る

事
業
等
を
実
施
す
る
者
と
し
て
、
当
該
市
町
村
長
が
指
定
し
た
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
長
が
都
市
の
再
生
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る

事
業
等
を
実
施
す
る
者
と
し
て
、
当
該
市
町
村
長
が
指
定
し
た
も
の

（
都
市
利
便
増
進
施
設
）

（
都
市
利
便
増
進
施
設
）

第
十
二
条
の
九

法
第
四
十
六
条
第
二
十
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

第
十
二
条
の
九

法
第
四
十
六
条
第
二
十
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
〜
十
三

（
略
）

一
〜
十
三

（
略
）

十
四

民
間
事
業
者
間
の
交
流
又
は
連
携
の
拠
点
と
な
る
集
会
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

（
新
設
）

十
五

都
市
の
居
住
者
そ
の
他
の
者
に
有
用
な
情
報
を
把
握
し
、
伝
達
し
、
又
は
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
撮

影
機
器
、
通
信
機
器
、
電
子
計
算
機
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（
新
設
）

（
市
町
村
都
市
再
生
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
再
生
推
進
法
人
等
に
準
ず
る
特
定
非
営
利
活
動

法
人
等
）

（
市
町
村
都
市
再
生
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
再
生
推
進
法
人
等
に
準
ず
る
特
定
非
営
利
活
動

法
人
等
）

第
五
十
七
条

法
第
百
十
七
条
第
一
項
第
七
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
は
、
第
十

一
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

第
五
十
七
条

法
第
百
十
七
条
第
一
項
第
七
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
は
、
第
十

一
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
五
号

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
二
十
四
号
）
第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ハ
及
び
第
二
号
ハ
並
び
に
附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

及
び
第
二
号
ロ

の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ハ
等
の
益
金
等
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ハ
等
の
益
金
等
を
定
め
る
省
令

１

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
二
十
四
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
益
金
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

積
立
金
か
ら
生
ず
る
収
入
の
う
ち
、
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
百
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）に
係
る
も
の

二

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
の
益
金
の
う
ち
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
に
係
る
も
の

２

令
第
六
十
五
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
損
金
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

業
務
委
託
費
の
う
ち
、
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
に
係
る
も
の

二

自
動
車
検
査
登
録
勘
定
へ
の
繰
入
金
の
う
ち
、
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
に
係
る
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
の
損
金
の
う
ち
被
害
者
保
護
増
進
等
事
業
に
係
る
も
の

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
再
保
険
事
業
等
に
係
る
益
金
等
）

第
二
条

令
附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
益
金
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

積
立
金
か
ら
生
ず
る
収
入
の
う
ち
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
再
保
険
事
業
等（
法
附
則
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
再
保
険
事
業
等
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）に
係
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
の
益
金
の
う
ち
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
再
保
険
事
業
等
に
係
る
も
の

２

令
附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
損
金
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

自
動
車
検
査
登
録
勘
定
へ
の
繰
入
金
の
う
ち
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
再
保
険
事
業
等
に
係
る
も
の

二

な
お
効
力
を
有
す
る
旧
自
賠
法
（
法
附
則
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
な
お
効
力
を
有
す
る
旧
自
賠
法
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）第
四
十
五
条
第
二

項
（
な
お
効
力
を
有
す
る
旧
自
賠
法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
返
還
金

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
動
車
事
故
対
策
勘
定
の
損
金
の
う
ち
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
再
保
険
事
業
等
に
係
る
も
の

〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
六
号

鉄
道
営
業
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
一
条
及
び
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
十
四
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
特
定
鉄
道
等
施
設
に
係
る
耐
震
補
強
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫


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